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理学療法を対象とした疾患に対する運動の効果検証
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研 究 紹 介

運動器疾患や廃⽤、末梢神経や脊髄神経などの神経可塑性に関する運動介⼊がどのような
効果をもたらすのか、組織学や分⼦⽣物学的⼿法による分析と、バイオメカニクス的⼿法
により理学療法の効果を検証しています。

変形性膝関節症の発症と運動療法の効果について、研究室で実施してきた基礎研究や⾝体
運動におけるバイオメカニクス研究における研究、臨床研究の知⾒を踏まえた講座

1.異常関節運動が関節内環境へ与える影響に関する研究

変形性膝関節症や靭帯損傷などにおける異常な関節運動が
関節内組織や神経機能にどのような影響を与えるのかについ
ての研究を⾏っています。

2.末梢神経損傷後の理学療法効果に関する研究

運動介⼊により末梢神経損傷後や脊髄神経などにどのように
活性化されるか、神経機能回復に着⽬した研究を⾏っています。

3.加齢における運動が神経機能に与える影響に関する研究

加齢における⾝体機能低下を予防するためには、運動することが
よいとされていますが、運動の効果について、筋や神経に着⽬し
研究を進めています。

4.⾝体運動におけるバイオメカニクス

⼈の動きを捉えるために、三次元動作解析装置や表⾯筋電計、加速度計などの計測装置
により、運動機能や障害の定量的評価を⽬指しています。

変形性関節症モデルラットの関
節軟⾻像

⼈や動物を対象として基礎研究から得られる結果をもとに、運動の⾝体への与える効果を
研究しています。


